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「縁の下の力持ち」 
校長 野田 恵美 

 

学校集会で、子供たちに冬季オリンピック・パラリンピックを楽しもう!という話をしました。尾

張旭市出身の選手が出場することやコロナ禍において、選手やスタッフが厳しい制限の中、自

分のもっている力を発揮できるように、工夫をしながら競技に臨んでいることを紹介しました。

また、かつて冬季オリンピックが日本の札幌や長野でも開かれたこと、オリンピックのポスター

やマスコットキャラクターには主催者の伝えたい思いがこめられているし、競技を行っている国

の文化や特徴を取り入れたものが多いこと等も話題にあげました。競技そのものを楽しんだり、

「こんな雪や氷を使ってこんな競技があったらいいんじゃない？」なんて家族で一緒に想像して

みたりと「オリンピック」を様々な面からとらえると、新しい楽しみ方が見つかるのではないか、と

投げかけて終わりました。 

 

子供たちに投げかけたからには、自分も多面的に楽しもうと、まずは北京オリンピックのポス

ターやマスコットについて調べ、校長室の横に掲示しました。通っていく子供たちが足を止め、

感想をつぶやいていくので、それを聞くのがちょっとした楽しみにもなって

います。また、最近ではメディアも、より多くの人に、より深く競技を楽しん

でもらうために、情報発信をしています。競技のルールや加点のポイント、

選手を裏側で支える人のエピソードの紹介などがあります。 

その中で、カーリングのリザーブ（控えの選手）についての記事が目に

とまりました。カーリングにはナイトプラクティスという作業があるそうです。

主にコーチとリザーブが行うことが多く、翌日に使うストーンを実際に投げて、氷との相性をチ

ェックし、選手に伝える作業だそうです。このストーンは滑りがよく、遠くまで進みやすいとか、こ

のストーンは回転がかけやすいなど、同じように見える石の底面も

氷の表面によってかなりの違いがあり、この情報が試合に大きく影

響するようです。試合の終わった夜中に、こつこつとこのナイトプラ

クティスは行われているということでした。リザーブは、人が見てい

ないところで人一倍チームを支える役割を担っているのです。こう

した「縁の下の力持ち」は各競技でも存在します。だから選手は自

分のためだけでなく、今まで陰で支えてきてくれた人たちのために

も精一杯がんばることができるのです。 

 

学校においても、「縁の下の力持ち」は様々なところで存在します。そうした目立たないところ

でのがんばりを一つでも多く見つけて、感謝の気持ちを伝えていきたいです。 



【 サッカー部 Bチーム 第３位 】 

【 ４年生 棒の手 出前授業 】 

 

 

 

 

 

■ 子育て講演会 動画で配信をしています ■ 

 ■ トンガ応援隊 集まった募金を市長さんに届けました ■  

 

   

１月に市民体育大会としてサッカーの大会が南グランドで開かれました。市内小学校９校が熱戦

を繰り広げました。A チームは１勝１敗だったものの、得失点差で惜しくも予選突破はなりませんでし

た。Bチームは準決勝に進み、第３位を勝ち取りました。どちらのチームも互いに声を掛け合い、励まし

合って試合に臨むよいチームでした。 

    

 

２月１７日（木）に、直師
じ き し

夢想
む そ う

東軍流
とうぐんりゅう

 棒の手保存会の方を講師に招き、棒の手の出前授業を行い

ました。コロナ禍ということで、１クラスずつ、体育館でディスタンスを

とって座って講義を聴いたり、演技を見たりする形式となりました。講

師の方から、棒の手の歴史や衣装の説明をしていただき、模範演技

を見学しました。感染予防をしながら子供たちが楽しく学べるように

と、最後には棒の手クイズや質問コーナーなども取り入れていただ

きました。この棒の手は、愛知県の無形文化財にも指定されていま

す。地域の民族芸能として大切にしていきたいですね。   

 

 

 

２月９日（水）トンガ応援隊の５名が皆さんから集まったトンガ支援の

ための募金を市長さんに届けに行きました。児童の皆さんをはじめ、地域

の方々も学校に募金を届けてくださり、３日間で７万円を超える額となりま

した。校区の温かさを改めて感じました。募金はこの後市多文化共生係を

通じて、駐日トンガ大使館へ送られ、支援金として役立てられます。ご協力

本当にありがとうございました。現在、渋川公民館や渋川福祉センターに

も募金箱の設置にご協力をいただいています。 

 

                                                                    

            

 

２月の入学説明会で予定していた、「心のカウンセラー西村則子先生による子育て     

講演会」は、まん延防止措置を受け、中止となりました。講師の先生のご了解を得て、  

講演内容を動画で配信しております。子育ての大切なエッセンスを数多くお話されて 

おりますので、新１年生の保護者の方に限らず、多くの方にご覧いただけたらと思い 

ます。渋川小学校の HP「新１年生の保護者の皆様へ」のタブからアクセスできます。 

 


